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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
以
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
）
の
拡
大
が
深
刻
化
す
る
な
か
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
最
前
線
で
働
く
現
業
職
員
は
、
常
に
感
染
へ
の
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、
住
民
の

暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
。
今
ま
さ
に
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
現
業
労
働
者
、
災

害
発
生
時
に
お
け
る
地
域
や
現
場
を
熟
知
し
た「
現
場
力
」へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
安
定

的
で
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
む
け
、
都
本
部
は
、
現
業
統
一
闘
争
（
第
2
次
交
渉

ゾ
ー
ン
）
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

自
治
労
本
部
は
2
0
1
8
年

か
ら
新
た
な
現
業
・
公
企
統
一

闘
争
と
し
て
、
自
治
体
の
採
用

計
画
策
定
時
期
等
を
考
慮
し

て
、
5
〜
6
月
に
第
1
次
交
渉

ゾ
ー
ン
、
10
月
に
第
2
次
交
渉

ゾ
ー
ン
と
す
る
通
年
闘
争
方
針

を
決
定
し
た
。

都
本
部
は
5
月
21
日
を
ヤ
マ

場
と
し
て
取
り
組
ん
だ
第
1
次

交
渉
ゾ
ー
ン
で
、
①
新
型
コ
ロ

ナ
拡
大
防
止
の
業
務
体
制
（
人

員
配
置
・
感
染
防
止
）の
確
立
、

②
2
0
2
0
年
4
月
に
お
け
る

欠
員
職
場
へ
の
早
期
補
充
、
③

地
域
や
現
場
を
熟
知
し
た
現
業

労
働
者
の
発
想
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
の
労
使
共
通
認
識

の
確
立
、
④
現
業
職
場
の
直
営

体
制
維
持
な
ど
13
項
目
に
わ
た

る
統
一
要
求
を
提
出
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
拡
大
し
、
国

が
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発
令

す
る
事
態
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
要
求
書
を
提
出
で
き
ず
、

統
一
闘
争
に
取
り
組
む
こ
と
が

困
難
な
単
組
も
あ
っ
た
。
そ
の

一
方
で
、
5
月
21
日
を
ヤ
マ
場

に
交
渉
を
進
め
た
単
組
に
お
い

て
は
、
2
単
組
で
新
規
採
用
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
ほ
か
、
現

業
職
場
の
必
要
性
に
つ
い
て
多

く
の
単
組
で
当
局
と
確
認
し
て

き
た
。

自
治
労
2
0
2
0
現
業
統
一

闘
争
中
間
総
括
の
な
か
で
、
全

国
の
取
り
組
み
状
況
と
し
て
、

【
要
求
書
提
出
状
況
：
42
県
本

部
5
7
4
単
組
（
2
0
1
9
年

32
県
本
部
3
3
2
単
組
）】、

【
交
渉
実
施
状
況
：
40
県
本
部

3
6
6
単
組
（
2
0
1
9
年
32

県
本
部
1
9
5
単
組
）】、【
新

規
採
用
者
数
：
6
8
4
人
（
2

0
1
9
年
6
1
9
人
）
】
と

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
拡
大
す
る

な
か
の
闘
争
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
い
ず
れ
も
昨
年
を
大
幅
に

上
回
っ
た
と
し
て
い
る
。

厳
し
い
状
況
だ
か
ら
と
、
諦

め
て
い
て
は
組
合
員
も
将
来
展

望
も
持
て
ず
、
職
場
が
危
機
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
2

0
2
0
現
業
統
一
闘
争
（
第
2

次
交
渉
ゾ
ー
ン
）
へ
の
結
集
を

は
か
り
、
自
治
体
現
場
力
の
回

復
を
め
ざ
し
て
い
こ
う
。

自
治
体
現
場
力
の
回
復
に
よ
る

質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
確
立
を

▲昨年の総決起集会には多くの仲間が参加した
（2019年10月）

介
護
・
障
害
・
保
育
な
ど
地

域
福
祉
に
働
く
労
働
者
が
個
人

で
加
入
で
き
る
労
組
と
し
て
2

0
1
3
年
に
結
成
し
た
「
地
域

福
祉
ユ
ニ
オ
ン
東
京
」
は
9
月

5
日
、
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
第

7
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、
新

た
な
運
動
方
針
を
確
立
し
た
。

こ
の
1
年
間
で
ユ
ニ
オ
ン
に

加
入
し
た
仲
間
は
11
名
1
団

体
。
そ
の
多
く
は
労
働
相
談
を

通
じ
て
加
入
し
て
い
る
。
障
害

者
雇
用
で
就
労
し
た
が
パ
ワ
ハ

ラ
に
よ
り
鬱
病
を
発
症
。
そ
の

後
、
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

が
、
ユ
ニ
オ
ン
に
加
入
し
、
団

体
交
渉
を
通
じ
て
、
今
後
の
生

活
補
償
を
求
め
て
会
社
と
勝
利

的
和
解
を
勝
ち
取
っ
た
事
案

や
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
中
、
保
育
士
た
ち
が
仲
間

と
力
を
合
わ
せ
「
退
職
強
要
撤

回
」
や
「
休
業
補
償
」
を
勝
ち

取
っ
た
事
例
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。
こ
れ
は
「
相
談
・
加
入
・

要
求
・
交
渉
」
と
い
っ
た
一
連

の
取
り
組
み
に
よ
る
も
の
だ
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
休
業
補

償
、
雇
用
、
メ
ン
タ
ル
疾
患
な

ど
労
働
相
談
Ｑ
＆
Ａ
」
と
題
し

て
講
演
し
た
上
田
貴
子
弁
護
士

（
自
治
労
法
律
相
談
所
）
は
、

「
コ
ロ
ナ
に
よ
る
退
職
勧
奨
や

賃
金
を
補
償
し
な
い
企
業
が
多

く
あ
り
、
政
府
の
救
済
処
置
も

利
用
し
な
い
で
労
働
者
に
犠
牲

を
強
い
る
事
例
が
増
え
て
い

る
。
特
に
介
護
や
保
育
の
分
野

で
は
、
一
度
離
れ
て
し
ま
う
と

人
材
確
保
は
と
て
も
難
し
く
雇

用
を
継
続
す
る
運
動
は
と
て
も

重
要
だ
」
と
訴
え
、
助
成
制
度

や
交
付
金
の
活
用
方
法
な
ど
解

説
い
た
だ
い
た
。

上
田
貴
子
弁
護
士
が
記
念
講
演

コ
ロ
ナ
禍
で
の
助
成
制
度
な
ど
学
ぶ

▲講演する上田弁護士

地域福祉ユニオン
第7回定期大会

�要求書提出ゾーン 10月5日～13日
�回答指定基準日 10月14日
�交渉強化ゾーン 10月14日～22日
�全国統一闘争基準日 10月23日
�協約締結強化ゾーン 10月～11月

闘 争 日 程

都
本
部
青
年
部
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
り
延
期
と
な
っ
て
い
た

第
26
回
定
期
総
会
を
9
月
12
日

（
土
）、
田
町
交
通
ビ
ル
に
て

開
催
し
た
。

冒
頭
、
今
総
会
で
退
任
と
な

る
髙
木
青
年
部
長
（
東
京
清
掃

労
組
）
は
「
組
合
の
活
動
は
、

い
わ
ゆ
る
三
密
と
言
わ
れ
る
行

動
が
多
く
、
厳
し
い
状
況
だ
。

し
か
し
、
で
き
な
い
か
ら
や
ら

な
い
の
で
は
な
く
、
で
き
る
こ

と
は
何
な
の
か
、
み
ん
な
で
考

え
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。
そ
の

中
で
青
年
た
ち
の
声
に
寄
り
添

い
、
青
年
部
運
動
を
前
進
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
挨
拶
し
た
。

来
賓
の
都
本
部
毛
利
副
委
員

長
は
、
自
身
の
出
身
単
組
で
あ

る
東
交
青
年
部
が
45
、
6
年
前

に
取
り
組
ん
だ
重
度
障
害
者
の

自
立
支
援
運
動
を
紹
介
し
、

「
青
年
部
運
動
の
歴
史
を
い
か

に
継
承
し
学
ん
で
い
く
の
か
が

重
要
で
、
な
に
よ
り
青
年
と
し

て
の
『
こ
れ
は
許
せ
な
い
、
闘

う
べ
き
だ
！
』
と
い
う
感
性
が

大
切
だ
。
そ
う
い
っ
た
青
年
部

活
動
を
都
本
部
と
し
て
全
力
で

支
え
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

た
。
総
会
で
は
、
2
0
2
0
年

度
の
活
動
方
針
（
案
）
を
提

案
。
積
極
的
な
賃
上
げ
・
適
正

な
労
働
時
間
の
追
求
、
職
場
実

態
に
基
づ
く
人
員
配
置
・
権
利

拡
充
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守

る
取
り
組
み
の
強
化
を
掲
げ
、

全
体
で
確
認
し
た
。
参
加
し
た

代
議
員
か
ら
は
「
青
年
部
活
動

に
参
加
し
、
改
め
て
反
戦
平
和

の
取
り
組
み
の
重
要
性
や
、
政

治
に
対
し
て
無
関
心
で
あ
っ
て

も
無
関
係
で
い
ら
れ
な
い
こ
と

を
強
く
感
じ
た
。
安
心
し
て
働

き
暮
ら
せ
る
社
会
を
め
ざ
す
に

は
、
学
習
や
交
流
を
通
じ
て
職

場
か
ら
運
動
へ
繋
げ
て
い
く
こ

と
が
必
要
不
可
欠
。
こ
れ
か
ら

も
都
本
部
青
年
部
に
結
集
す

る
」
と
い
っ
た
発
言
が
あ
っ

た
。な

お
、
今
総
会
で
渡
辺
隼
さ

ん
（
八
王
子
市
職
）
を
新
た
な

都
本
部
青
年
部
長
と
し
て
選
出

し
た
。

青
年
部
の
さ
ら
な
る
結
集
へ
意
思
統
一

渡
辺
さ
ん（
八
王
子

市

職

）が
新
青
年
部
長
に

▲渡辺新青年部長の団結がんばろうで締めくくった

2020現業統一闘争
第2次交渉ゾーン

都本部青年部
第26回定期総会

私
は
笑
う
の
が

大
好
き
だ
。
そ
し

て
比
喩
、
例
え
を

上
手
に
使
い
こ
な

す
芸
人
さ
ん
が
特

に
大
好
物
だ
。
軽

快
な
ト
ー
ク
と
ど
こ
か
ら
出

て
く
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
受

け
答
え
、
人
を
笑
わ
せ
る
と

い
う
の
は
本
当
に
難
し
い
と

思
う
▼
こ
の
「
例
え
る
力
」

を
向
上
さ
せ
る
の
に
大
切
な

こ
と
は
、
日
常
生
活
に
お
い

て
感
じ
た
こ
と
を
無
意
識
に

や
り
過
ご
す
の
で
は
な
く
、

共
通
点
を
意
識
す
る
こ
と

や
、
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ

と
、
体
験
し
た
こ
と
、
考
え

た
こ
と
、
想
像
し
た
こ
と
な

ど
を
言
語
化
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
ら
し
い
▼
人
は
基
本

的
に
は
「
興
味
が
あ
る
こ

と
」「
経
験
し
た
こ
と
が
あ

る
こ
と
」
以
外
は
情
報
が
ス

ッ
と
入
っ
て
こ
な
い
生
き
物

で
あ
り
、
相
手
が
共
感
で
き

る
よ
う
な
事
柄
に
例
え
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
伝
わ
り
や

す
さ
が
グ
ン
と
上
が
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
言
わ
れ
て
み

れ
ば
確
か
に
そ
う
だ
と
思
う

▼
人
と
の
関
わ
り
、
繋
が
り

は
社
会
の
中
で
必
要
不
可
欠

だ
。
ま
わ
り
の
人
に
も
笑
い

を
呼
び
込
み
、
そ
し
て
自
分

が
伝
え
た
い
事
が
伝
わ
ら
な

い
も
ど
か
し
さ
も
な
く
な
る

の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
も
う
、

即
実
践
で
あ
る
。
（
須
﨑
）

東奔西走

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。
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2
0
1
7
年
2
月
13
日
、
北

朝
鮮
の
最
高
指
導
者
、
金
正
恩

（
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ウ
ン
）
の
異

母
兄
で
あ
る
金
正
男
（
キ
ム
・

ジ
ョ
ン
ナ
ム
）
が
利
用
客
で
ご

っ
た
返
す
マ
レ
ー
シ
ア
・
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
国
際
空
港
の
出

発
ロ
ビ
ー
で
殺
害
さ
れ
た
。
猛

毒
の
神
経
剤
Ｖ
Ｘ
を

顔
に
塗
り
た
く
ら
れ

た
こ
と
が
原
因
だ
っ

た
。
逮
捕
さ
れ
た
容

疑
者
が
「
暗
殺
者
」

の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
は

あ
ま
り
に
も
か
け
離

れ
た
ふ
た
り
の
若
い

女
性
だ
っ
た
こ
と
に

世
界
中
が
驚
い
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の

シ
テ
ィ
・
ア
イ
シ
ャ

と
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の

ド
ア
ン
・
テ
ィ
・
フ
ォ
ン
。

空
港
に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ

メ
ラ
に
は
搭
乗
手
続
き
に
向
か

う
金
正
男
に
彼
女
た
ち
が
じ
ゃ

れ
つ
く
よ
う
に
襲
い
か
か
る
様

子
や
、
金
正
男
が
警
官
に
助
け

を
求
め
ふ
ら
つ
く
足
取
り
で
空

港
内
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
向
か
う

姿
が
捉
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し

て
金
正
男
は
ま
も
な
く
死
亡
。

こ
の
大
胆
で
奇
妙
な
世
紀
の

暗
殺
事
件
の
闇
と
真
相
に
迫
っ

た
。
彼
女
た
ち
は
な
ぜ
金
正
男

を
暗
殺
し
た
の
か
。
事
件
を
追

う
中
で
、
よ
り
良
い
生
活
を
追

い
求
め
て
マ
レ
ー
シ
ア
に
や
っ

て
き
た
貧
し
い
彼
女
た
ち
に
つ

け
込
ん
だ
北
朝
鮮
工
作
員
た
ち

の
姿
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
く
。

有
罪
に
な
れ
ば
絞
首
刑
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
は
免
れ
な
い
二

人
の
裁
判
の
模
様
を
音
声
デ
ー

タ
や
イ
ラ
ス
ト
を
駆
使
し
て
再

現
。深
い
闇
の
中
の
真
実
が
次
々

と
出
て
く
る
驚
愕
の
展
開
に
戦

慄
を
覚
え
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

悪
夢
の
よ
う
な
悲
劇
の
主
人
公

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
シ
テ
ィ
と

ド
ア
ン
を
取
り
巻
く
過
酷
な
現

実
を
あ
ぶ
り
出
す
と
と
も
に
、

ふ
た
り
が
獄
中
で
育
ん
だ
友
情

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
彼
女
た
ち
の

無
実
を
信
じ
て
闘
っ
た
弁
護
団

の
活
躍
に
も
目
を
向
け
て
い
る
。

霞
保
育
園
の
最
年
長
児
の
5

歳
ク
ラ
ス
、
そ
ら
組
を
担
任
す

る
冴
木
麻
衣
子
先
生
が
こ
の
物

語
の
主
人
公
で
す
。
一
章
が
ひ

と
月
ご
と
に
進
む
構
成
の
物
語

は
、
麻
衣
子
先
生
の
目
線
で
進

ん
で
い
き
ま
す
。
既
に
お
読
み

に
な
っ
た
方
も
多
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
自
治
労
都
本
部
元
委

員
長
の
宮
本
知
樹
さ
ん
が
麻
海

晶
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
小
説
を
上

梓
さ
れ
ま
し
た
。

宮
本
さ
ん
は
、
現
職
時
代
か

ら
「
実
際
に
見
聞
き
し
た
様
々

な
出
来
事
、
保
育
士
や
職
員
の

奮
闘
や
保
育
の
課
題
、
サ
ポ
ー

ト
す
る
地
域
や
家
族
の
こ
と
を

小
説
と
い
う
形
で
記
録
に
残
し

た
い
。
一
人
ひ
と
り
に
ド
ラ
マ

が
あ
り
喜
び
や
夢
が
あ
る
」
と

語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
小
説
で

す
か
ら
多
少
の
脚
色
は
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
登
場
す
る
保
育
士

や
職
員
さ
ん
た
ち
は
実
在
の
モ

デ
ル
が
い
て
、
実
際
に
起
き
た

出
来
事
や
事
件
を
下
敷
き
に
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

子
ど
も
達
の
成
長
を
見
守
る

保
育
園
の
大
切
さ
が
様
々
な
出

来
事
か
ら
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。
物
語
も
佳
境
を
迎

え
、
霞
保
育
園
は
立
ち
退
き
を

迫
ら
れ
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
は

保
育
園
も
競
争
で
す
よ
」
と
迫

る
開
発
会
社
の
部
長
に
、
霞
保

育
園
の
園
長
先
生
が
「
ご
冗
談

で
し
ょ
う
！
」
と
反
論
し
ま

す
。「
子
ど
も
と
共
に
、
ご
家
族

と
共
に
成
長
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
誰
と
競
争
し
て
い
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。こ
の
言

葉
に
会
場
か
ら
割
れ
ん
ば
か
り

の
拍
手
が
湧
き
上
が
り
ま
す
。

長
い
労
組
役
員
の
経
験
を
基

に
書
き
上
げ
ら
れ
た
物
語
は
、

著
者
の
知
性
と
情
熱
に
裏
打
ち

さ
れ
て
い
る
の
だ
と
敬
服
し
ま

し
た
。
現
場
で
汗
す
る
職
員
に

希
望
を
与
え
る
次
回
作
が
楽
し

み
で
す
。

自治労東京都本部
中央執行委員長
染 裕之

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

ⒸⒸBBaacckkssttoorryy,, LLLLCC.. AAllll RRiigghhttss RReesseerrvveedd.. 配配給給：：ツツイインン

キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ナ
ム

『
わ
た
し
は
金
正
男
を
殺
し
て
な
い
』監
督
：
ラ
イ
ア
ン
・
ホ
ワ
イ
ト

『
霞
保
育
園
で
待
っ
て
い
ま
す
』

�10月10日シアター・イメージフォーラム
（TEL：03－5766－0114）ほか全国順次ロードショー 殺

さ
れ
た
の
は
、
私
の
人
生

喜
び
、夢
、愛
と
成
長
を
軸
に
織
り
な
す
人
間
交
差
点

著者：麻海 晶
（宮本知樹元都本部委員長）

八月書館

★表彰等
入賞作品は「自治労東京2021年新年号」、「都本部ホームペー
ジ」に掲載し、以下の商品券をプレゼントします。

最優秀賞 1点……………………3万円の商品券
優 秀 賞 各部門1点（計3点）…2万円の商品券
佳 作 3～4点………………5千円の商品券

★送付先
自治労東京都本部 企画総務局宛 ＴＥＬ：03－3556－3755
〒102－0072 東京都千代田区飯田橋3‐9‐3SKプラザ4階
Ｅメール：okubot@jichiro-tokyo.jp

テーマ
「マイベストショット」

部 門
①一般部門
②ネーチャー部門
�サイズ：2L（キャビネ）～四つ切り（四つワイド可）
�カラーまたはモノクロで単写真に限る（組写真不可）
�応募票に「一般部門」か「ネーチャー部門」どちらかをご記入下さい。
�応募票を作品の裏に貼り付けて都本部へ送付してください。

③携帯・スマホ部門
�Ｅメールで応募を受け付けます。
�件名を「第23回ベストショットコンクール」とし、本文に「写真タイ
トル」「氏名」「電話番号」「撮影地」「カメラアプリ名（使用した場合）」
「住所」「組合名（単組・支部）」をご記入ください。
�アプリを使用しての撮影可（ただしスタンプ、文字入れ、フレーム等
の使用は不可とします）

応 募
各部門 1人3点まで
作品の返却はしませんので予めご了承ください。

締切 12月7日（月）必着昨年の最優秀賞「かがやく瞳」／立川市職労 渡辺 美穂さん

一般部門／ネーチャー部門

※注意：返却は致しません。

撮影地

部 門

住 所

組合名
（単組・支部）

画 題

氏 名

電 話
番 号
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